言語コミュニケーション課題

メディアのパラダイムと言語コミュニケーション学の重要性
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■メディアを使ったコミュニケーションは感情をつたえにくい？

メディアを使ったコミュニケーションはその特徴をよく知らないと、相手を怒らせたり、不快感をあたえたりしてしまう。恋人同士のけんかを携帯メール、MSN messengerでやると大抵悪い結末になるのはSFC生の暗黙知にすらなっている。

SFCにおけるコミュニケーションを語る上でEmail、MSN messengerと携帯電話、携帯メールは欠かせない要素だ。それぞれについてどのように使われているか、考えてみた。

僕の使い方を考えてみると以下のような感じになった。

	・Email
	教授との連絡　研究室内の連絡　課題の提出　タスクの振り分け

	・MSN messenger 
	授業中の雑談　メッセンジャー名を状況によってかえあそぶ

	・携帯電話
	友達との連絡　待ち合わせ　緊急を要する用件

	・携帯メール
	サークルのメーリングリスト　予定あわせ　友達とのやりとり


Emailは比較的formalな感じのところで使われる。内輪用のメーリングリストでさえ後々に残ることを考えて言葉を選び、書いてしまう。

MSN messengerは完全にinformalな使われ方をしている。電話のような感覚だ、「もしもし？」、「ねえねえ」といった会話で始まることが多い。

携帯電話は待ち合わせなど、リアルタイム制を要する時、もしくは相手がネット環境にいない時などによくつかわれる。

携帯メールは主にサークルのメーリングリストなどだ。SFCでは携帯メールがかなりの部分メッセンジャーに置き換わってしまっているが、携帯メーリングリストは盛んだ。

こういったコミュニケーションメディアの使い分けは僕だけでなくSFC学生全体について同じようなことがいえる。ほとんどの学生はメール機能のある携帯電話を持っていて、ノートパソコンを所有し、MSN messengerでポコペンポコペンとあの音をならしながら会話する。

そこで出てくるよくでてくる質問は『ではなぜ、僕らにとってこの便利なツールが時に苦痛になるのだろうか？』といったたぐいのものだ。その答えは明白で、『法性：モダリティー』の欠如もしくはリプリゼンテーションの不足だ。僕らSFC生はそれを日常的に無意識にフォローしている。MSN messengerでは、顔文字、2ch用語、最近では手書き文字をつかったコミュニケーションまで行われている。だが、それは完全に『法性』を『実際にあって話しているとき』と同じレベルまで高めているかといえばそうではない。

そこで２つの意見が出てくる。『やっぱり実際にあって話すのが一番だよ』という意見と『いやいやメディアを改良しようよ』という意見である。

確かに前者の言うように『実際にあって、近くで、手を取って話す』のが一番汎用的で通常のコミュ二ケーションにおいて最高だが、僕は今まで培われてきた、言葉、文字、手紙、映像のコミュニケーションの歴史、その効果を汎用的でないといってさげすむことはできないと思う。いままでも携帯電話は使ってきたし、僕らは、これからもそれにかわる便利なメディアは使っていくと思う。

それでは僕らはどうするべきなのだろうか？メッセンジャーのなにが問題なのだろうか？

■タイプライターのメタファーを背負ったコンピューターによる　パブリックなインターネット

WEB、電子メールの仕組みをみてもわかるようにインターネットはパブリックが基本である。それゆえだれでもが情報発信できるとともに基本的にはだれでもがその情報を読めるために、「自分の発信する情報に責任を持つ姿勢」も重要視されてきた。そこで思い出されるのは、メディアリテラシーという言葉である。メディアリテラシーとはメディアの情報を読み取る能力と思われがちだが、メディアを使いこなす能力のことでありそれは送り手にもいえる。そして、まさにインターネットを利用するときはメディアリテラシーが欠かせない。例えば、有名な掲示板サイトの２ｃｈでその姿勢が足りないと『厨房（幼稚で馬鹿な中学生）』と揶揄され非難の対象とされるのは有名だ。

メディアリテラシーという言葉は重大な問題を示唆しているように僕には思える。なぜならば、この世には数え切れないほどのWEBサイトがWEBに存在するが、いったいどれだけのWEBサイトが見るに耐えうるものなのだろうか？という疑問があるからだ。僕はSFC生は日本でもかなりメディアリテラシーがある人々だと思っているが、その人たちですらHP多くの人が見るに堪えうるWEBサイトをまともに作ることができない。なぜなら、ほとんどの人がそのＷＥＢサイトを知人向けに書いていたりして解読不能な状態におちいって情報の意味を失っていたり、何もおもしろくなかったりするからだ。それって単に人のメディアリテラシーの問題（もちろん送り手としての）なのだろうか？なぜそんなことになってしまったのだろう。インターネットとコンピューターの歴史を見てみることにした。

インターネットの歴史を繙くとそれはつながる、公開、共有の歴史である。

ARPAからはじまったインターネットの歴史はすでにPublish（製本、印刷）の歴史の上に成り立っていた。

コンピューターはまさにcompute+er（計算する者）、としてアラン・チューリングに設計され人間の考えたアルゴリズムを実行する機械として軍事の計算（暗号解読）や学術計算をしていた。しかしパーソナルなコンピューターの位置づけは、パーソナルなパブリッシングのための道具として世の中に産み落とされた。それはパーソナルコンピューターというものができてもタイプライターのようなメタファー（キーボードとプリントアウト）を背負わされてしまったことからもわかる。頭のいい（抽象操作がとくいな）タイプライターとしてのパッケージを背負ったコンピューターは、コンピューターはその後、当然のようにロータス1,2,3のようなワープロのような使われ方が主流になっていった。僕はこの使われ方は本の歴史、いわゆるグーテンベルクによる印刷の発明の延長線上に乗ってしまっていることを示唆していると思う。

そしてそのようなアーキテクチャのコンピューターのうえに乗っかったインターネットにあるＷＥＢページがメディアリテラシーというよりも文章力が求められ、メッセンジャーにしても『法性：モダリティー』よりも『言説：ディスコース』が求められてしまうのはあきらかにパーソナルコンピューターのアーキテクチャが、大きな学術計算機の時代から今のインターネットを介したパーソナルなコミュニケーションが起こりうる今の時代になっても、全然パーソナルな用途にシフトしてきていないということを示唆しているようにしか見えない。そのパーソナルコンピューターの仕様用途のパラダイムにアーキテクチャがついてきていないことがそもそも僕らにメディアリテラシーを過度に意識させ、『言説』よりも『法性』の共有が必要なおかしなＷＥＢサイトを乱立させる原因になっているのではないのかと思われる。しかもこの問題は根深く、象徴的なコンピューターのインターフェイス（キーボードとマウスとディスプレイ）や、アイコン　ウィンドウ　ポインタ、文書ベースのディレクトリ構造、ＴＣＰ/IP　の通信まで至っている。

ところがこの流れにも戦術的には光がみえてきている。

それはＷＥＢＬＯＧとソーシャルネットワーキングサービスである。

■ＷＥＢＬＯＧやソーシャルネットワーキングサービス

最近その個人的なパブリッシュ装置のような位置づけになってしまったパーソナルコンピューターとインターネットの世界でブームが起こっている。

それはＷＥＢＬＯＧとソーシャルネットワーキングサービスである。

これらの二つはうまい要素技術を応用し、個人の持つ文章能力を日記のような感覚で引き出し文書化させ、それを知人のネットワークを介することによりある程度のモダリティとディスコースの絶妙なバランスをとったメディアとして成長している。

しかもおもしろいのがだいたいの場合その知人とは現実の世界でのつながりもあり、とくにＳＦＣの場合学校のなかで日常的にあっている人々、つまり友達だったりする。

現実世界と、ＷＥＢＬＯＧとソーシャルネットワーキングサービスによる相互作業が現実世界で、ＷＥＢ上でのコミュニケーションを互いにささえあい持ちつ持たれつの関係になっている。

この現象はまさにいままでの個人にはアンバランスな表現だったＷＥＢサイト構築という難作業をサポートししかもそれを発表する場まで設定している。インターネットに新しい流れができている証拠でもある。

しかし、この流れもまた要素技術にすぎず、新たなパーソナルなメディアとしての戦略にはなり得ない。そこで登場するのが、現実世界をセンシングしモダリティを判断するレイヤーをもつネットワーク、ユビキタスコンピューティングの世界である。

■ユビキタスコンピューティングによるパラダイム

ユビキタスコンピューティング（Ubiquitous Computing）とは故Mark Weiserが提唱した新しいコンピューティングの概念で最近「時空自在」というへんてこな日本語に訳されていたが、どこにでも小型のコンピューターが存在していて自分が操作していると思うことなく、つかう時代がくるだろうと考えそれを「ユビキタス」として考えた。

コンピューターが埋め込まれた環境のような物です。このパラダイムの到来によってディスプレイ＋キーボード＋マウスのインターフェイスは、家電や服や車や道路や家にいたるまで拡張される。これはインターフェースというよりもインターアクションを介するためのデバイスのようになる。

このユビキタスコンピューティングの到来によって今のコンピューティングは大きく変わろうとしている。ここで問題になるのが、ユビキタスコンピューティングになるとコンピューターは人の思考のための道具としての性質よりもコミュニケーションとしての道具としての色合いが濃くなることだ。そこでまさに必要になるのが言語コミュニケーションの領域をコンピューターアーキテクチャに取り入れていかなければいけないということだ。

故Mark Weiserの唱えるユビキタスコンピューティングの状況性の例でよく出てくる、ディスプレイの例だが、その説明には、「あなたが持ち歩く本と、あなたがリビングで広げる雑誌はおっきさが違うでしょう？ユビキタスコンピューティングにおけるディスプレイはその仕様用途によって大きさを変えなければ行けない」とよくかいてある。

これはすごく危険な説明の仕方で、たぶんこの説明の中には、人のコミュニケーションといった概念が入ってなく、単に人とコンピューターのインターフェイスの問題になってしまっている。これではいままでのパーソナルコンピューターの歴史をもう一回繰り返すことになる。ユビキタスな世界でpublishされたpublicなメディアをみるという行為は重要な問題ではなくむしろ、privateでメモのようなメディアによるコミュニケーションが可能になるようなアーキテクチャをもつべきである。そうでないとまたメディアリテラシーの問題にぶち当たってしまう。情報の事故も増えるだろう。

ユビキタスはそのどこにでも存在するという性質上、一種のパノプティコン的な支配のような物なのではないかと勘違いされることがおおい。たしかにその危険性は存在する。しかし、状況、コンテクストを読み取るセンサーのネットワーク。それに人の言語学が長年かって、言語コミニュケーションの研究に至ったものを応用した意味空間ネットワークの構造を順序立てて作れば、人の生活をよりよい物に変えていくことができると思う。

タンジブルコンピューティングそのばの状況をセンシングする要素技術は存在するが、その戦略的な要素をもつアーキテクチャを戦略的に言語コミュニケーション学からみた視点を含め作っていくべきではないのだろうか？

■まとめ

今後のコミニュケーション学とコンピューティングがなすべきメディアの問題について語ってきた訳なのだが、コミュニケーション学が哲学的なところから実際の物、アルゴリズムとしてプログラムに落ちていくのは非常におもしろいことだと思う。そしてそれが可能な研究環境はＳＦＣが最適だと思われる。

ＳＦＣの環境は特殊で、残留、進んだメディアによるコミュニケーション、常時接続などの環境に適応した学生たちはすでにそのメディア構造、環境によってずいぶんとほかの学校の学生と違ったモダリティを確立している。すでにそれは恋愛や生活態度に変化をもたらしている。

ＳＦＣ生同士の恋愛が極端に多いのは土地柄だけなのだろうか？

ＳＦＣ生が時間にルーズなのは残留やネットワークに常につながっていることと何か因果関係があるのではないか？

以上のようなことも実際に調査していくとこれからのコミュニケーションメディアの方向性がもっと正確にわかるかもしれない。

次の機会に調べてみたいと思う。
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